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コープフーズ株式会社 様
北海道企業局の工業用水を使っています。

石狩工場 工場長
菊崎 直樹様

石狩工場の製造品目や施設には、
どのような特色があるでしょうか。

すぐに食べられる即食系の商品を中心に、お客様
のニーズに合わせて３つの温度帯（常温・チルド・冷
凍）で製造をしており、特に2021年からは冷凍惣菜
の取り組みを強化しています。

また、災害時にも貢献できる工場を目指し、2018年
の胆振東部地震による
ブラックアウトの際に
全 く 工 場 が 稼 働 で き
ず、原料もすべて廃棄し
た反省から、2021年２
月よりオンサイト発 電
を開始しました。

石狩工水

企業
インタビュー

御社は、コープさっぽろの店舗や宅配などで
多様な「食」を提供されていますが、
石狩工場の位置付けを教えてください。

コープさっぽろの店舗・宅配・その他施設へ「弁
当」「惣菜」「カット野菜」「スイーツ」「冷凍パン生地」
などの原料供給、アウトパック商品の製造出荷を
行っております。
『おいしい食事を通して北海道に貢献する』テーマ

のもと365日24時間稼働している工場です。
また、当施設は日配物流センターが併設されてい

て、全道のコープさっぽろ店舗に日配品と工場製品
を供給する物流拠点の一つになっています。

石狩工場では、主にどのような用途で
工業用水を利用されていますか。

工業用水の月間使用量は600トンで、ろ過をして
水質を確認後、ほぼ全製品製造に使用しています。

石狩工場にとって水質の維持と安定的な供給をし
て頂くことが重要です。

本社がある石狩湾新港地域の魅力などに
ついて、最後にご紹介ください。

石狩湾新港地域は、製造・倉庫・物流などが集積し
ており、札幌の近くであること、かつ地方への交通網
がしっかりあることが最大のメリットです。

冬も優先的に除雪が入り交通はしっかり確保され
ています。

時に「働く人」の取り合いも発生しますが、競争と
共存により石狩新港全体での雇用条件・労働環境
は良くなってきています。
「働く人」を集められるインフラが発達すれば、石狩

新港はさらに発展できる地域だと思います。

　コープフーズ株式会社様は、「コープさっぽろ食品加工センター」を前身として、平成29年（2017年）
２月に設立されました。
　現在は全道７か所に工場を有し、コープさっぽろの店舗や宅配・配食に加え、近年は、病院や高齢者
施設、さらには幼稚園や学校のランチ提供へと業容を拡大しました。
　「あらゆる食のニーズに応える！」「美味しい食をより多くの方に！」をモットーに、子どもからお年寄
りまで全ての世代に向け、食材を吟味し健康に配慮したレシピを職員一丸で日々追求されています。

炊飯ライン

惣菜盛り付けの様子

巻き寿司調理の様子

「工水くん」・「めぐみちゃん」は
今年で生誕10周年！

工業用水道キャラクターの「工水くん」と「めぐみちゃ
ん」は、平成24年２月まで実施した公募により、道内外か
らの応募作品148点の中から選定されました。

生誕10周年を迎えて、作者の高柳順子さん（静岡県三
島市在住）から、お祝いのメッセージをいただきました！

キャラクターデザイナーの高柳さんは、平成15年
（2003年）から自治体や企業へのキャラクター応募に取
り組み、選定作品数は累計で40点に達しています。

高柳順子さんからの
お祝いメッセージ

高柳順子さん

Ｑこれまで多数のキャラクターを生み出されて
きましたが、特に印象に残っている出来事な
どがありましたら教えてください。

Ａ 　自分の住んでいる静岡県三島市のマス
コットキャラクター みしまるくんとみしまる
こちゃんです。工水くんとめぐみちゃんと同
期の生まれで10歳になりました。三島市役所
の担当の方たちと、10年間大切に育ててき
ました。

今では三島市内には、みしまるくんみしま
るこちゃんがあふれ、市民認知度100％に近
づいてきたのかなと実感しています。

キャラクターって本当に不思議です。空想
上の存在ですが、愛情を持って育てていくと
やがて生き生きと動き出し、人と人を繋ぎ、み
んなに恩返しをしてくれる存在になるのです。

Ｑ デザイナーとして、キャラクター以外ではどの
ような作品を手がけてこられたのでしょうか。

Ａ　私はもともとグラフィックデザイナーで、ロ
ゴマークデザイン、ポスターチラシ、パッケー
ジデザインなどが専門でした。

キャラクターデザインは仕事の息抜き。あ
くまで趣味として取り組んでいました。そん
なゆる～く取り組んできたキャラクター活動
ですが、ありがたいことに評価して頂ける機

会に恵まれ、静岡県から委託を受ける専門家
として、昨年から静岡県の生産者様たちの６
次産業化の推進のお手伝いをしています。

そこでは、みかん農家さん、レタス農家さ
んなど第一次産業の皆さまに対してロゴ
マークからパッケージデザイン、キャラク
ターまでお手伝いします。今まで積み上げて
きた経験が一筋の漏れもなく全て役に立っ
ていて、自分の経験が生かされ人のお役に立
てた時、本当にうれしくやりがいを感じます。

デザイナーとは、アーティストとは違うお
客様の困りごとに寄り添うお医者さまであ
り、問題を解決する設計者だと思って取り組
んでいます。

Ｑ今後の創作活動に向けての抱負など、お聞か
せいただけますか。

Ａ　ご当地キャラブームは落ち着いています
が、キャラクターを使ったブランディングは
すっかり定着しました。イメージキャラクター
は動く象徴であり、メッセンジャーでエン
ターテイナー。生まれながらにして使命を背
負っています。今や重要な販促ツールとしての
地位を確立し、盛り上がりを見せています。

企業・商品・個人の「他との差別化をしたい。」
「キャラクターを使ってわかりやすくかわいく覚え
てもらいたい」とのご相談やご依頼も頂きます。

そんな時代に求められているイメージキャ
ラクター。作者として出来る事は限られてい
ますが、生み出した全ての子供たちに、周り
の皆さんに愛され、そして活躍してもらいた
いというのが願いですし、自分に出来る事が
あれば何でもしてあげたくなります。

キャラクターを広く知ってもらうために、ここ
数年は地元の小学校、中学校、高校や大学な
どで、【キャラクターとは何か】【キャラクターを

考えてみよう】というテーマで講師活動をして
います。小学4年生から大学生まで年齢に幅
があるため、授業内容は理解度に合わせて
細かく分けて作ってあります。子供たちの反
応や感想などがとても楽しくて、最大のご褒
美です。

子供たちにキャラクターの事をもっともっと
好きになって欲しいし、自分たちの所属意識向
上や、消費者としてではなく創り出す側のクリ
エイターとして自己表現のバリエーションにも
なる事に、気づいて欲しいと思うのです。

私が10年間キャラクター活動から学んだ
「良いもの」を今度は私から周りの皆さまに
お返しするという活動を大切にしていきたい
と思います。

「 工 水くん 」・「 めぐみちゃん 」の 作 者にいろいろお 聞きしました！

この度は工水くんめぐみちゃん
生誕１０周年おめでとうございます。

工水くんとめぐみちゃんが誕生
した時のことはとても覚えていま
す。北海道の豊かな水をイメージ
して北海道の形としずくの形で考
えました。

今回工水くんとめぐみちゃんの生誕10周年のお祝いのお話を頂いた
時、本当に感激しました。10年前に里子に出した我が子が大きく成長して
再会してくれたような感覚なのです。

これからも利用者さまのために、工業用水のアピールと普及のために、
活躍をしてくれてたらうれしいです。静岡県から応援をしています！

工水だより工水だより


